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付録 輸液08
① 輸液について
　輸液の目的には「水・電解質の補給」「栄養の補給」「血管の確保」「病態の治療」などがある．
なかでも最も重要なのは「水・電解質の補給」で，体液を正常な状態に保つ働きがある．その次に

「栄養の補給」で，長期間食事がとれない場合に，水・電解質のほかに，糖質，たんぱく質，脂質，
ビタミンなどの栄養素をバランスよく投与する．
　食事などから水分や電解質を摂取し，ほぼ同じ量を体外に排泄して体内のバランスをとっている．
何らかの原因でこの恒常性が崩れた場合には，輸液により体液の異常を是正し病態の治療効果を高め
ることができ，回復までの時間も短縮される．

② 体液の電解質組成
　細胞内液には，カリウム（K+）やリン酸（HPO₄²－）イオンが多く，細胞外液ではナトリウム（Na+）
やクロール（Cl－）イオンがおもな電解質である．体液の電解質組成が細胞の内と外で著しく異なるの
は，細胞を包んでいる細胞膜が電解質の移動を制御しているためである．細胞膜は水を自由に通す
が，電解質などほとんどの物質の出入りを制御している．また，毛細血管壁は，水・電解質・アミノ
酸のような低分子物質は自由に通すが，血漿タンパク（アルブミンなど）のような高分子物質は通さ
ない．このため，タンパク質が血管内に留まり，この血漿タンパクにより血管内に水分が保持される．
　栄養管理には，経腸（口や腸）と輸液剤栄養量の確認が必須である．輸液剤には目的によってさま
ざまな種類があり，疾患や症状などに合わせて選択される．輸液の種類と製品の一部（図 1，表 1）
を示す．

等張性電解質輸液
［細胞外液補充液］

低張性電解質輸液
［維持液］

▼生理食塩液，リンゲル液

▼乳酸リンゲル液，酢酸リンゲル液

▼点滴開始液，脱水補給液

▼維持液，術後回復液
電解質
輸液剤

血漿
増量剤

▼低分子デキストラン，ゼラチン

▼HES，人血漿製剤

栄養
輸液剤

複合電解質
輸液剤

単純電解質
輸液剤 ▼Na 剤，K剤，Ca剤，Mg剤，P剤，アルカリ化剤，酸性化剤

糖質輸液剤 ▼グルコース，マルトース（インスリン必要）

▼フルクトース，ソルビトール，キシリトール（インスリン不要）
アミノ酸輸液剤 ▼低濃度，高濃度，肝性脳症，腎不全，総合電解質

脂肪乳剤

高カロリー輸液剤

総合ビタミン剤

微量元素製剤

輸
液
剤

 ● 図 1 ●　輸液の種類
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